３　近年の火災発生状況
火災発生の原因別
　羽合町内の火災発生状況は次のとおりであるが、常備消防体制に切替えた昭和３７年以降でなければはっきりした記録が整備されていないため、３７年～４８年４月までの記録をまとめてみた。それによれば出火件数は夏季に少なく秋から冬・春にかけて多く、鳥取県の場合でも春に１番多く、４７年度は全体の３１.５％を占めている。また出火原因は風呂場の後始末、子供の火遊び、たばこの後始末などが多く、農村地域特有のものがかなり多い。この出火原因を全県的にみても首位は「たばこ」の１４.３％、次いで火あそび、たき火、こんろ、風呂となっておるが、近年石油ストーブ、湯沸器、ガス器具などによる出火原因が多くなってきつつあることは注目されるところである。
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